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第⚑回定例会
第⚒回臨時会
第⚓回臨時会
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⚔
月
⚑
日
に
オ
ồ
プ
ン
し

た
ủ
上
の
原
さ
く
ら
保
育

園
Ứ

　

第
⚑
回
定
例
会
は
⚓
月
⚑
日
か
ら　

日
の
会
期
で
開
催
さ

⚒⚓

れ
ỏ
平
成　

年
度
補
正
予
算
ỏ
平
成　

年
度
暫
定
予
算
な
ど

⚒⚑

⚒⚒

市
長
提
出
議
案　

件
ỏ
議
員
提
出
議
案
ớ
意
見
書
案
・
決
議

⚒⚓

案
を
含
む
Ờ　

件
ỏ
請
願　

件
を
審
議
し
ま
し
た
Ố
ま
た
ỏ

⚑⚘

⚒⚖

市
長
の
所
信
表
明
ỏ
総
括
代
表
質
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

　

第
⚒
回
臨
時
会
は
⚓
月　

日
に
開
催
さ
れ
ỏ
平
成　

年
度

⚒⚙

⚒⚒

一
般
会
計
暫
定
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
Ố

　

第
⚓
回
臨
時
会
は
⚔
月　

日
か
ら　

日
の
会
期
で
開
催
さ

⚑⚓

⚒⚓

れ
ỏ
平
成　

年
度
予
算
を
中
心
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
Ố
ま

⚒⚒

た
ỏ
市
長
の
施
政
方
針
ỏ
総
括
代
表
質
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

　

議
案
等
の
審
議
結
果
は
⚘
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố
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せ
ん
の
で
ỏ
再
度
御
審
議
賜
り

ま
す
よ
う
ỏ
伏
し
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
Ứ

●
第
⚓
回
臨
時
会

　

⚔
月　

日
ộ
一
年
間
の
予
算

⚑⚓

案
を
ỏ
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
Ố

　

⚔
月　

日
・　

Ỗ　

日
ộ
予

⚑⚖

⚑⚙

⚒⚑

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
本
予

算
案
を
審
査
ớ
主
な
質
疑
内
容

は
⚔
・
⚕
面
上
段
に
掲
載
ỜỐ
議

員
よ
り
提
出
さ
れ
た
修
正
案

ớ
修
正
内
容
は
左
表
の
通
り
Ờ

を
賛
成
多
数
で
可
決
ỏ
修
正
部

分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
は
全

員
賛
成
で
可
決
Ố
同
予
算
案
採

決
の
後
ỏ
付
帯
決
議
案
が
提
出

さ
れ
ỏ
賛
成
多
数
で
可
決
Ố

　

⚔
月　

日
ộ
本
会
議
に
お
い

⚒⚓

て
ỏ
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

結
果
報
告
ỏ
各
会
派
の
予
算
に

対
す
る
討
論
ớ
意
見
表
明
ợ
⚔

・
⚕
面
下
段
に
掲
載
ỤỜ
が
な
さ

れ
ỏ
採
決
の
結
果
ỏ
賛
成
多
数

で
同
委
員
会
の
通
り
修
正
可
決
Ố

採
決
の
後
ỏ
付
帯
決
議
案
ớ
左

記
に
掲
載
Ờ
が
提
出
さ
れ
ỏ
賛

成
多
数
で
可
決
Ố

国
民
健
康
保
険
税
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
のの

一

部

改

正

否

一

部

改

正

否

決決

所
信
表
明
に
対
す
る
総
括
代
表
質
問
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
２
面

施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
代
表
質
問
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
３
面

平
成　

年
度
の
予
算
審
査
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
４
・
５
面

22

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
４
・
５
面

一
般
質
問
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
６
・
７
面

市
長
の
給
料
減
額
条
例
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
Ớ
８
面

提
出
議
案
・
審
議
結
果
ỏ
意
見
書
・
請
願
な
ど
Ớ
８
面

今 号 の
内 容 案 内
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●
第
⚑
回
定
例
会

　

⚓
月
⚑
日
ộ
平
成　

年
⚔
月

⚒⚒

分
の
義
務
的
経
費
な
ど
を
内
容

と
す
る
暫
定
予
算
案
を
ỏ
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
Ố

　

⚓
月　

日
ộ
予
算
特
別
委
員

⚑⚖

会
に
お
い
て
暫
定
予
算
案
を
審

査
Ố
採
決
の
結
果
ỏ
賛
成
少
数

で
否
決
Ố

　

⚓
月　

日
ộ
本
会
議
に
お
い

⚒⚓

て
採
決
の
結
果
ỏ
賛
成
少
数
で

否
決
Ố

●
第
⚒
回
臨
時
会

　

⚓
月　

日
ộ
本
会
議
に
お
い

⚒⚙

て
ỏ
第
⚑
回
定
例
会
と
同
一
内

容
の
暫
定
予
算
案
を
審
議
Ố
採

決
の
結
果
ỏ
賛
成
多
数
で
可

決
Ố

們
們
市
長
の
提
案
理
由

　
ủ
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
ỏ
⚔
月
⚑
日
以
降
の
行
政

運
営
ỏ
行
政
サ
ồ
ビ
ス
の
提
供

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
Ố

　

先
の
定
例
会
に
お
い
て
否
決

さ
れ
た
暫
定
予
算
案
と
同
一
内

容
の
予
算
案
を
再
提
出
す
る
こ

と
の
意
味
と
重
み
は
十
分
理
解

し
て
お
り
ま
す
が
ỏ
予
算
の
空

白
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
ủ
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
Ứ
は
ỏ
⚓
月　

日
の
厚
生

⚑⚒

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ỏ
⚓
月　
⚒⚓

日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

本
案
は
ỏ
被
保
険
者
の
医
療

費
の
増
加
等
の
要
因
に
よ
り
財

源
不
足
を
生
じ
る
こ
と
か
ら
ỏ

東
久
留
米
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
ỏ

　

年
度
分
以
降
の
国
保
税
に
つ

⚒⚒い
て
ỏ
医
療
分
の
所
得
割
率
ỏ

均
等
割
額
ỏ
平
等
割
額
ỏ
賦
課

限
度
額
お
よ
び
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
分
の
賦
課
限
度
額
を
改

め
る
も
の
Ố

　

応
能
応
益
割
合
の
国
基
準
に

配
慮
し
て
税
率
を
設
定
し
ỏ
一

定
の
中
間
所
得
層
の
方
へ
の
負

担
軽
減
を
図
ỳ
て
い
る
Ố
ま
た
ỏ

過
去
最
大
の
改
定
規
模
に
準
じ

て
い
る
が
ỏ
医
療
分
と
し
て
は

⚓
年
振
り
の
改
定
で
あ
る
Ố

ừ
委
員
会
の
質
疑
よ
り
Ử

質
問 

経
済
状
況
は
非
常
に
厳

し
く
ỏ
で
き
る
だ
け
市
民
に
し

わ
寄
せ
を
し
な
い
た
め
に
値
上

げ
を
し
な
い
選
択
も
含
め
て
検

討
し
た
の
か
Ố

市
長　

市
長
就
任
後
の
国
保
運

営
協
議
会
や
⚓
月
議
会
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ỿ
ồ
ル
ỏ
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
額
ỏ
前
期
高
齢
者
分

の
過
大
交
付
と
い
う
特
殊
要

因
ỏ
景
気
低
迷
な
ど
ỏ
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
り
ỏ
情
報
公
開

・
市
民
参
加
・
市
民
対
話
が
な

い
ま
ま
提
案
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
た
が
ỏ
一
定

の
負
担
を
い
た
だ
か
な
い
こ
と

に
は
予
算
が
組
め
な
い
た
め
ỏ

苦
渋
の
選
択
と
し
て
値
上
げ
を

国
保
運
営
協
議
会
に
諮
問
し
た
Ố

修正案により変更となった事業および予算額
修正後修正前事業名等

⚕万⚓千円⚕⚗万⚓千円タウンミーティング事業

⚖万⚕千円⚒⚑⚖万⚕千円事務事業見直し関連経費
（事業仕分け）

⚔⚘万⚔千円⚑⚔⚘万⚙千円社会福祉審議会
（子育て支援部会）

⚐円⚕⚐⚐万円用途地域等変更計画策定
業務委託

⚗⚒万円⚐円
地域生活支援事業
（移動支援サービス・本人負
担⚓％分）

⚓,⚐⚐⚐万円⚔,⚐⚐⚐万円予備費

⚒,⚐⚔⚑万⚖千円⚒⚕⚑万⚑千円財政調整基金積立金

平成⚒⚒年度一般会計予算に対する
付帯決議の内容

　
ủ
平
成　

年
度
東
久
留
米
市

⚒⚑

一
般
会
計
補
正
予
算
ớ
第
⚕

号
ỜỨは
⚓
月　

日
の
予
算
特
別

⚑⚕

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ỏ
議
員
よ

り
提
出
さ
れ
た
修
正
案
を
賛
成

多
数
で
可
決
ỏ
修
正
部
分
を
除

く
原
案
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
Ố
⚓
月　
⚒⚓

日
の
本
会
議
に
お
い
て
ỏ
委
員

会
の
結
果
の
通
り
賛
成
多
数
で

修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

修
正
案
の
内
容
は
ỏ
財
政
健

全
化
の
た
め
ỏ
歳
入
の
う
ち
減

収
補
て
ん
債
の
全
額
⚑
億
⚓
⚙

⚐
⚐
万
円
を
削
除
ớ
減
額
Ờ
し
ỏ

同
額
を
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

に
追
加
ớ
増
額
Ờ
す
る
ỏ
と
い

う
も
の
Ố

　

委
員
会
の
討
論
で
は
次
の
よ

う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
Ố

　

①
税
収
の
落
ち
込
み
に
よ
り

市
政
運
営
が
困
難
に
な
ỳ
て
い

る
中
ỏ
⚓
年
の
据
え
置
き
後
に

税
金
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
減
収
補
て
ん
債
の
起

債
は
や
め
る
べ
き
Ố

　

②
財
政
調
整
基
金
は
今
後
の

財
政
運
営
に
と
ỳ
て
か
け
が
え

の
な
い
も
の
と
認
識
す
る
Ố
今

日
の
歳
入
減
状
況
か
ら
考
え
る

と
ỏ
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
減

収
補
て
ん
債
の
活
用
も
や
む
を

得
な
い
Ố

　

③
財
政
調
整
基
金
繰
り
入
れ

増
は
心
苦
し
い
部
分
も
あ
る

が
ỏ
減
収
補
て
ん
債
は
将
来
に

ツ
ケ
を
残
す
も
の
で
あ
り
ỏ
修

正
案
は
将
来
に
対
し
て
最
低
限

値
上
げ
を
し
な
い
場
合
は
一
般

会
計
・
一
般
財
源
で
の
市
民
サ

ồ
ビ
ス
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
ỏ
今
回
の
判
断
に

な
ỳ
た
Ố

質
問 

国
保
税
は
い
ろ
い
ろ
な

要
因
か
ら
毎
年
の
見
直
し
・
値

上
げ
が
考
え
ら
れ
る
Ố
そ
の
場

合
は
ỏ
市
民
と
の
対
話
・
情
報

公
開
を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
ỏ
見
解
は
Ố

市
長　

情
報
公
開
・
周
知
の
方

法
は
未
定
だ
が
ỏ
国
保
の
状
況

を
お
知
ら
せ
は
し
て
い
き
た

い
Ố

質
問 

今
回
の
税
率
改
定
を
見

送
ỳ
た
場
合
ỏ
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
Ố

答
弁　

医
療
費
は
自
然
増
で
⚓

億
円
程
度
ỏ
団
塊
世
代
の
方
の

加
入
に
よ
る
増
加
も
予
測
さ
れ

る
Ố
来
年
度
に
改
定
す
る
場
合

は
ỏ
医
療
費
だ
け
で
⚓
億
円
の

改
定
が
必
要
と
な
る
Ố

年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算算

⚒⚑⚒⚑

修

正

可

修

正

可

決決
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%
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%
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付帯決議も可決

責
任
を
果
た
せ
る
も
の
と
考
え

る
Ố

①南沢五丁目のイオンショッピングセンターの誘導
を計画通りに促進すること
②施政方針にて言及された改革の道標の⚗項目の実
施プランを早期に発表すること
③新たなる第⚔次行財政改革基本方針、行財政改革
プランおよび第⚔期定員適正化計画を⚒つ目の道
標と同時に発表すること
④第八小学校の売却収入については、本来、教育の
目的に使用すべきことから、本予算に計上されて
いる減債基金および公共施設等整備基金への積み
立てを執行停止し、新たな（仮称）教育振興基金
条例を創設し、この目的の財源とすること
⑤市立保育園の全園民営化計画を推進すること
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ủ
地
域
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ồ
上
の
原
Ứを
併
設

　

経
済
の
停
滞
等
に
よ
り
当

初
予
定
さ
れ
た
地
方
税
が
減

収
見
込
み
と
な
り
ỏ
地
方
公

共
団
体
が
他
の
方
法
を
講
じ

て
も
財
源
が
手
当
て
で
き
な

い
と
き
に
ỏ
市
町
村
民
税
法

人
税
割
等
の
減
収
見
込
額

ớ
標
準
税
収
入
額
か
ら
税
収

入
見
込
額
を
控
除
し
て
算

出
Ờ
の
範
囲
で
ỏ
当
該
団
体

の
財
政
事
情
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
許
さ
れ
る
地
方
債

で
あ
る
Ố

減
収
補
て
ん
債
と
は

減
収
補
て
ん
債
と
は
ộộ

平平
成成　

年
度
一
般
会

年
度
一
般
会
計計

⚒⚒⚒⚒

予
算
成
立
ま
で
の
経

予
算
成
立
ま
で
の
経
過過


